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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

聖
徳
大
学
は
独
立
行
政
法
人

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研

究
機
構
食
品
総
合
研
究
所（
食

総
研
）と
、
連
携
大
学
院
の
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
昨
年
十
一

月
十
五
日（
火
）、
大
学
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
５
階
会
議
室
に
お

い
て
締
結
式
が
行
わ
れ
、
川
並

弘
純
学
長
と
林
清
食
総
研
所
長

が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

式
後
の
記
者
会
見
で
川
並
学

長
は
「
食
総
研
の
有
し
て
い
る

最
先
端
の
技
術
と
施
設
を
活
用

で
き
、
本
学
の
教
員
や
学
生
の

先
端
的
・
国
際
的
な
研
究
が
期

待
で
き
る
」、
ま
た
林
所
長
は

「
聖
徳
大
学
の
若
い
人
の
考
え

や
感
性
を
生
か
し
て
当
所
の
研

究
ニ
ー
ズ
や
方
向
性
に
新
た
な

展
開
が
可
能
に
な
る
」
と
述
べ
、

そ
れ
ぞ
れ
連
携
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
ま
し
た
。

今
回
の
連
携
の
主
な
目
的

は
、
本
学
の
大
学
院
教
育
の
充

実
に
あ
り
ま
す
。
食
総
研
は
食

品
の
分
析
、
製
造
、
安
全
性
、
機

能
性
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

な
ど
、
食
品
に
係
る
広
範
囲
な

分
野
の
研
究
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
学
生
の
多
様

な
学
問
的
興
味
や
要
望
に
対
応

し
た
高
度
な
教
育
・
研
究
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
高
い
知

識
・
技
術
・
能
力
を
身
に
付
け
た
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3ページ詳細は

昨年１１月２５日（金）、平成２３年度聖徳大学防災総合訓練が松戸

キャンパスにて実施されました。当日は、大学・短大生、園児、教職員、

その他関係者を含め、２,８７５名が参加しました。訓練は、１１時５５分

に大規模地震が発生したとの想定で開始され、緊急地震速報を使っ

た非常放送、避難誘導、負傷者救護等の訓練を行いました。

今回は初の試みとして、学内外を問わず対応できるWebポータル

システムを安否確認に使用しました。

3千人規模の防災総合訓練

パチパチ広場に避難した学生たち

大
学
院
教
育
の
質
向
上
へ

大
学
院
生
を
育
て
て
社
会
に
送

り
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
本
学
は
昨
年
十
一
月

九
日（
水
）、
独
立
行
政
法
人
国
立

健
康
・
栄
養
研
究
所
と
も
連
携
大

学
院
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

今
回
で
二
回

目
と
な
る
「
松

戸
ア
ー
ト
ラ
イ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
１
１
」

（
会
期
／

十
一
月

五
〜
二
十
七
日

の
土
、
日
、
祝
日

の
合
計
九
日
間
）

に
、
本
学
児
童

学
部
・
大
成
哲
雄

准
教
授
と
大
成

ゼ
ミ
の
学
生
が

招
待
作
家
と
し

て
昨
年
に
引
き

続
き
参
加
し
ま

し
た
。

今
回
の
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、「
暮
ら
し
の
芸

術
」
を
テ
ー
マ
に
招
待
と
公
募

で
選
ば
れ
た
総
勢
二
十
組
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
松
戸
駅
西
口

周
辺
の
空
き
店
舗
や
公
共
空
間

を
使
い
、
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

大
成
ゼ
ミ
の
今
年
の
作
品
タ

イ
ト
ル
は
、「
松
戸
百
鬼
夜
行
」

で
す
。
室
町
時
代
に
描
か
れ
た

妖
怪（
付
喪
神
＝
物
の
化
身
）の

行
進
の
図
「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」

を
下
敷
き
に
現
代
の
物
質
社
会

を
問
う
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
展
示
お
よ
び
活
動
場
所

は
、
松
戸
に
古
く
か
ら
あ
る
お

茶
屋
「
松
屋
」
の
二
階
倉
庫
で
、

こ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
モ
ノ
が
放
置
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
ゼ

ミ
生
が
現
代
版
の
妖
怪
を
制
作

し
ま
し
た
。
で
き
た
作
品
を
写

真
に
撮
り
、「
百
鬼
夜
行
絵
巻
」

同
様
の
構
図
で
二
メ
ー
ト
ル
半

の
Ｃ
Ｇ
作
品
に
仕
上
げ
ま
し

た
。

大成ゼミの学生（「松戸百鬼夜行」の前にて）

協定を締結する川並学長（右）と食総研の林所長（左）

独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業
技
術

総
合
研
究
機
構
食
品
総
合
研
究
所
と

聖
徳
大
学
が
連
携
大
学
院
協
定
を
締
結

「
松
戸
百
鬼
夜
行
」
が
登
場

松
戸
ア
ー
ト
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
１

に
参
加

大学教員によるリレーエッセイ

永田忠博

「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」「研究室から」

人間栄養学部教授

サツマイモは
美味しくなって
いるのか？

―今年も多くの現役生が夢を実現しています――今年も多くの現役生が夢を実現しています―

■公立学校教員採用試験
【公立小学校】
東京都２４名、千葉県５名、埼玉県４名、広島県１名、さいたま市１名、川崎市１名

■公立保育士採用試験 現役生 名最終合格！！
【公立保育士】
千葉県（松戸市４名、袖ヶ浦市１名、市川市１名、千葉市５名、習志野市２名、成田市２名、船橋市２名、市原市２名、柏市１名、千葉県（県採用）１名）、
東京都（荒川区１名、葛飾区１名、北区３名、品川区５名、墨田区２名、世田谷区２名、千代田区１名、江東区３名、板橋区１名、中央区１名）、
埼玉県（八潮市２名、越谷市２名）、茨城県（つくば市１名、阿見町１名）、神奈川県（海老名市１名、秦野市１名）、山梨県（中央市１名）

【公立特別支援学校】
東京都１名、岩手県１名

【公立中・高等学校】
群馬県１名（音楽）

（平成２４年１月１５日現在）

現役生 名最終合格！！３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９３９
■公立幼稚園教諭
採用試験

【公立幼稚園教諭】 東京都特別区１名、
千葉県習志野市２名・鴨川市１名、山形県荘内地方町村会１名

現役生 名最終合格！！５５５５５５５５５５５５５５５５５５５ ■公務員栄養士
採用試験

【公務員栄養士】
東京都１名、千葉県船橋市１名

現役生 名最終合格！！２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０５０

平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報平成２４年度採用公務員試験合格者速報
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昨
年
十
二
月
十
日（
土
）、
大

学
十
号
館
で
聖
徳
大
学
心
理
教

育
相
談
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
東
日
本
大
震
災
と
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
―
被
災
者
・
支
援
者
の
方

へ
―
」
が
開
催
さ
れ
、
学
生
、
教

職
員
の
ほ
か
、
一
般
の
方
も
多

数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
に
基
調
講
演
と
し
て
、

上
地
安
昭
・
兵
庫
教
育
大
学
名

誉
教
授（
神
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
教
育
研
究
所
）か
ら
、
学
校
現

場
で
の
ご
自
身
の
心
の
ケ
ア
の

実
際
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
豊

富
な
経
験
を
踏
ま
え
た
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
第
Ⅱ
部
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
本
学
人
文
学

部
心
理
学
科
・
菅
沼
憲
治
教
授

の
司
会
の
も
と
、
心
理
学
科
・
末

永
清
教
授（
心
理
教
育
相
談
所

長
）、
本
学
児
童
学
部
・
鈴
木
由

美
教
授
、
中
川
和
美
准
教
授
、

心
理
教
育
相
談
所
・
杉
嶋
洋
子

研
究
員
の
四
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
あ
た
っ
た
体

験
を
報
告
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
討
議
で
は
、
学
校

や
職
場
と
い
っ
た
領
域
に
か
か

わ
ら
ず
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
日

ご
ろ
の
予
防
的
な
対
応
が
危
機

時
に
も
生
か
さ
れ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
被
災
後
の
段
階
に
応

じ
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対
処
法
や
、
地

域
に
お
け
る
「
緊
急
時
の
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
の
拠
点
」
と
し
て
の
大

学
の
役
割
な
ど
と
い
っ
た
問
題

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
討
議
に
は
一
般
の
参
加

者
も
加
わ
り
、
活
発
で
有
意
義

な
議
論
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
問

題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚

園
が
、
昨
年
十
一
月
十

六
日（
水
）、
第
五
十
回

千
葉
県
交
通
安
全
県
民

大
会
に
お
い
て
、
優
良

安
全
運
転
管
理
事
業
所

と
し
て
、
千
葉
県
警
察

本
部
長
・
千
葉
県
安
全

運
転
管
理
協
会
会
長
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

鈴木俊子

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園
総
園
長
補
佐

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
准
教
授

平
成
二
十
三
年
度

「
第
四
十
二
回

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰
」
に

本
学
園
よ
り
六
名

古橋和夫

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科（
第
一

部
）長
、
教
授

聖
和
会
は
、
本
学
通
信
教
育

部
の
大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学

部
の
同
窓
会
で
現
在
四
千
二
百

名
の
会
員
数
で
活
動
し
て
い
ま

す
。本

会
は
「
総
会
」
と
「
役
員
・

支
部
長
研
修
会
」
を
年
度
に
よ

り
交
互
に
開
催
し
て
お
り
、
ま

た
首
都
圏
の
支
部
に
お
い
て
も

「
支
部
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
に
つ
い
て
は
、
昨

年
の
七
月
に
役
員
・
支
部
長
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修

会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
計
画

や
予
算
に
つ
い
て
の
審
議
が
行

わ
れ
、
さ
ら
に
各
役
員
・
支
部
長

よ
り
現
状
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
研
修
会
後
の
懇
親
会
で

は
、
楽
し
く
親
交
を
深
め
、
次

回
の
総
会
で
の
再
会
を
誓
い
ま

し
た
。

秋
期
に
は
、「
在
学
生
支
援
の

た
め
の
学
習
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
と

「
学
生
募
集
の
た

め
の
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し

た
。
東
京
支
部

で
は
、
今
年
一

月
に
「
支
部
会
」

が
開
催
さ
れ
、

同
窓
生
同
士
の

交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

平
成
二
十
四

年
度
は
「
総
会
」

を
開
催
す
る
年

と
な
っ
て
お
り
、

夏
期
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。

同
窓
生
の
親
睦
、

在
学
生
へ
の
支
援
と
共
に
、
通

信
教
育
部
と
学
園
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
、
聖
和
会
は
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

昨年の役員・支部長研修会

聖
和
会

通
信
教
育
同
窓
会

今
年
は
夏
に
総
会
を
開
催
し
ま
す
！

毎
年
卒
業
生
同
士
の
交
流
を

図
る
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
が
、

昨
年
は
十
月
十
六
日（
日
）に
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開
催
し
、
二

十
数
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
ス

ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
は

体
育
館
に
お
い

て
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
や
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
メ
イ

ン
に
一
時
間
半

ほ
ど
汗
を
流
し
、

普
段
の
運
動
不

足
を
解
消
。
気

分
は
す
っ
か
り

高
校
時
代
に
戻

り
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
食
堂
外
の
テ
ラ
ス

を
利
用
し
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。

運
動
後
の
食
事
は
格
別
に
美
味

し
く
、
在
学
時
の
思
い
出
話
や

近
況
報
告
を
語
り
合
い
、
あ
っ

と
い
う
間
に
二
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

今
回
は
初
参
加
の
卒
業
生
も

多
く
、
お
子
様
も
幼
稚
園
児
か

ら
小
・
中
学
生
と
幅
広
く
、
親
子

共
ど
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
教
員
も
大
勢
参

加
し
ま
し
た
。
来
年
も
た
く
さ

ん
の
卒
業
生
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
楽
し
い
企
画
を
考

え
、
引
き
続
き
卒
業
生
同
士
の

交
流
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

聖
朋
会

取
手
聖
徳
女
子
中
高
同
窓
会

「
聖
朋
会
」
の
サ
ー
ク
ル
活
動
報
告

平
成
二
十
三
年
度

「
音
楽
科
同
窓
会
」
開
催
さ
れ
る

本
学
音
楽
学
部
演
奏
学
科
長
　
八
杉
忠
利

秋
も
深
ま
り
、
色
と
り
ど
り

の
美
し
い
紅
葉
の
季
節
と
な
っ

た
昨
年
十
一
月
五
日（
土
）、
恒

例
の
聖
徳
大
学
音
楽
科（
現
在
は

音
楽
学
部
）同
窓
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
は
同
時
に
聖
徳

祭
が
催
さ
れ
て
お
り
、
に
ぎ
や

か
な
環
境
の
中
で
、
多
く
の
卒

業
生
、
教
職
員
の
方
々
が
一
同

に
集
い
ま
し
た
。
母
校
の
思
い

出
を
語
り
、
学
生
生
活
な
ど
を

振
り
返
り
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、

時
の
経
つ
の
を
忘
れ
、
楽
し
い

同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
卒
業
生
三
十
二
名

と
、
八
杉
忠
利
演
奏
学
科
長（
作

曲
）、
重
嶋
博
音
楽
総
合
学
科
長

（
音
楽
教
育
）を
は
じ
め
と
す
る

十
五
人
の
教
職
員
、
そ
し
て
本

学
に
関
係
す
る
ゲ
ス
ト
の
方
々

六
名
、
計
五
十
三
名
の
参
加
が

あ
り
、
卒
業
生
で
声
楽
グ
ル
ー

プ
と
し
て
活
躍
中
の
「
デ
ィ
ヴ
ァ

レ
ン
ジ
ャ
ー
」
の
演
奏
、
さ
ら
に

大
学
院
生
の
声
楽
独
唱
、
電
子

オ
ル
ガ
ン
演
奏
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
毎
年
の
同
窓
会
恒

例
と
な
っ
た
「
景
品
抽
選
会
」
が

あ
り
、
幹
事
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
で
実
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

工
夫
が
な
さ
れ
、
み
ん
な
童
心
に

戻
っ
た
よ
う
な
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
聖
徳
祭
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る
「
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
」
へ
出
席
し
、
こ
こ
で
も

和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

来
年
度
も
卒
業
生
の
皆
さ
ま

の
ご
来
訪
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
お
時
間
を
作
っ
て
ぜ
ひ

母
校
、
聖
徳
大
学
、
そ
し
て
日
々

発
展
を
続
け
る
音
楽
学
部
を
お

訪
ね
く
だ
さ
い
。「
母
校
」
と
は
、

ま
さ
に
あ
な
た
方
を
産
ん
で
社

会
に
送
り
出
し
た
「
母
な
る
地
」

な
の
で
あ
り
ま
す
。
母
校
の
門
は

い
つ
も
あ
な
た
方
を
温
か
く
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ

ま
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

私
学
団
体
連
合
会
主
催
第
四

十
二
回
千
葉
県
私
学
教
育
功
労

者
表
彰
式
が
昨
年
十
二
月
三
日

（
土
）、
ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト

東
京
ベ
イ
幕
張（
千
葉
市
）に
て

行
わ
れ
、
学
園
よ
り
六
名
の
教

員
が
、
多
年
に
わ
た
る
千
葉
県

の
私
学
教
育
の
振
興
・
発
展
へ

の
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

知
事
感
謝
状

野原八千代

聖
徳
大
学
・

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
学
長
補
佐

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科
教
授

千
葉
県
私
学

団
体
連
合
会
表
彰

岩井孝信

聖
徳
大
学
音
楽
学
部
演
奏
学
科
教
授 加藤敏子

聖
徳
大
学
児
童
学
部
児
童
学
科
教
授 土橋永一

聖
徳
大
学
大
学
院
教
職
研
究
科
教
授

附
属
幼
稚
園
が

「
優
良
安
全
運
転

管
理
事
業
所

表
彰
」
を
受
賞

バーベキュー

スポーツレクリエーション

参加者で記念撮影

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
東
日
本
大
震
災
と
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

―
被
災
者
・
支
援
者
の
方
へ
―
」
開
催

講演をする上地名誉教授
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昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
に

原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
重
な

り
、
多
難
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
影
響

は
い
ま
だ
消
え
る
こ
と
な
く
、

私
た
ち
の
記
憶
に
も
大
き
な
爪

痕
を
残
し
ま
し
た
。
心
理
教
育

相
談
所
で
は
、
地
域
住
民
の
皆

さ
ま
の
健
や
か
な
生
活
に
わ
ず

か
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
、
通
常
の
相
談
業
務
に
加
え

て
、
こ
こ
ろ
に
関
す
る
講
演
会

等
を
開
催
し
、
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
は
、
昨
年

七
月
に
杏
林
大
学
医
学
部
教
授

の
古
賀
良
彦
先
生
を
お
招
き

し
、「
ス
ト
レ
ス
に
負
け
な
い
た

め
に
」
と
題
し
て
、
こ
こ
ろ
と

脳
の
関
係
や
、
脳
を
元
気
に
す

る
工
夫
に
つ
い
て
お
話
を
伺

い
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
時
代
の

生
き
方
に
つ
い
て
多
く
の
示
唆

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
昨
年
十
二
月
に
は
、

「
東
日
本
大
震
災
と
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
」
と
題
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
基
調
講

演
に
は
、
兵
庫
教
育
大
学
名
誉

教
授
で
神
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

教
育
研
究
所
長
の
上
地
安
昭
先

生
を
お
招
き
し
、
被
災
地
の
学

校
現
場
に
お
け
る
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
の
実
際
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
い
た
上
で
、
本
学
の
教
員
・
相

談
員
な
ど
四
名
が
支
援
活
動
の

実
際
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
月
二
十
四
日

（
土
）に
は
、
東
洋
大
学
学
長
の

竹
村
牧
男
先
生
を
お
招
き
し
、

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
考
え

る
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

く
予
定
で
す
。「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ

ソ
フ
ィ
」
と
い
う
、
人
間
の
生

き
方
を
自
然
環
境
や
未
来
の
世

代
と
の
関
係
に
お
い
て
探
求
す

る
、
従
来
の
枠
に
お
さ
ま
ら
な

い
多
面
的
な
哲
学
に
つ
い
て
お

話
を
し
て
く
だ
さ
る
そ
う
で

す
。
日
本
人
の
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
を
考
え
る
上
で
と
て
も
参

考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当相談所は、地域の人 に々開かれた
こころの相談所です。子どもから高齢
者まで、さまざまなこころのご相談をお
受けします。充実した設備と信頼できる
優しいスタッフでお迎えします。

◎まずはお気軽に
お問い合わせください◎

相談時間 月～金１０：００～１７：００
土 １０：００～１５：００

TEL．０４７－３０８－３８８７

セブンイレブン 

● 

西日暮里→ 

上野→ 

←柏 

イトーヨーカドー 

松戸駅 

東口 

松戸中央公園 

団地 

聖徳大学 

聖徳大学10号館 聖徳大学 
心理教育相談所 

聖徳大学聖徳大学 
心理教育相談所心理教育相談所 
聖徳大学 
心理教育相談所 

心理教育相談所

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
心
理
教
育
相
談
所

第
11
回

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

講
演
会

「
エ
コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
を
考
え
る
」

を
開
催

し
ま
す
！

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

所
長
の
伝
言
板

か
ら
五
十
年
以
上
前
の

昭
和
三
十
年
に
、
日
本
の

サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
量
は
最
高
を

記
録
し
て
い
る
。
と
も
か
く
食

糧
事
情
が
今
と
全
く
違
う
の
で
、

甘
く
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
る

サ
ツ
マ
イ
モ
は
人
気
が
あ
っ
た
。

私
自
身
も
子
供
の
こ
ろ
に
大
好

き
だ
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を
、
成

人
に
な
っ
た
ら
見
向
き
も
し
な

く
な
っ
た
。
事
情
が
変
わ
っ
た

の
は
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
農
林

水
産
省
の
九
州
農
業
試
験
場
に

勤
め
て
い
た
時
、
研
究
対
象
の

第
一
が
サ
ツ
マ
イ
モ
に
な
り
、

だ
い
だ
い
色
や
紫
色
の
品
種
候

補
に
出
会
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

◆
お
米
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、
お
茶

は
「
や
ぶ
き
た
」
の
よ
う
な

大
物
品
種
が
あ
る
。「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
交
配
は
第
二

次
大
戦
中
、「
や
ぶ
き
た
」

は
明
治
時
代
に
見
い
だ
さ

れ
た
。
ど
ち
ら
も
順
調
に

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
な
っ
た

と
は
言
い
難
い
が
、
過
去

数
十
年
間
に
わ
た
っ
て
二

位
以
下
を
寄
せ
付
け
な

い
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン「
ベ
ニ
ア
ズ
マ
」

は
昭
和
五
十
九
年
の
品
種

な
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
古
く

は
な
い
。
し
か
し
、
西
日

本
で
人
気
の
あ
る
ナ
ン
バ

ー
ツ
ー
「
高
系
十
四
号
」

は
昭
和
二
十
年
に
作
ら
れ

て
い
る
。

◆
五
年
前
に
聖
徳
大
学
に

来
て
か
ら
、
再
び
サ
ツ
マ

イ
モ
の
品
種
と
つ
き
あ
う

よ
う
に
な
っ
た
。
新
し
い

品
種
と
大
物
品
種
に
つ
い

て
、
大
学
院
生
や
卒
論
生

と
と
も
に
、
蒸
し
イ
モ
・

焼
き
イ
モ
・
干
し

イ
モ
の
嗜
好
調

査
も
し
て
み
た
。

若
い
女
性
に
は
新
し
い
品
種
が

好
ま
れ
る
結
果
が
何
回
か
出
て

き
た
。

◆
今
は
無
名
に
近
い
「
ひ
め
あ

や
か
」
や
「
ク
イ
ッ
ク
ス
イ
ー

ト
」
な
ど
が
大
物
に
育
つ
の
か
、

あ
る
い
は
一
部
に
好
ま
れ
た
だ

け
で
終
わ
る
の
か
、
結
果
が
出

る
の
は
か
な
り
先
の
話
だ
。
そ

れ
で
も
サ
ツ
マ
イ
モ
に
限
ら

ず
、
新
品
種
を
食
べ
る
の
は
新

た
な
味
を
知
る
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
あ
る
。

（
人
間
栄
養
学
部
教
授
／

専
門
分
野
は
食
品
学
）

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

研
究
室
か
ら

第 回7
永
田

忠
博

今

サツマイモの嗜好調査の様子

サ
ツ
マ
イ
モ
は
美
味
し
く
な
っ
て
い
る
の
か
？

所長

末永 清教授

心理教育相談所主催講演会「エコ・フィロソフィを考える
―東日本大震災をふまえて―」

お問い合わせ 聖徳大学心理教育相談所
電話０４７（３０８）３８８７

・日　時：

・会　場：

・講　師：

平成２４年３月２４日（土）
１３：３０～１５：００

聖徳大学１０号館１４階

竹村 牧男 先生

東洋大学学長、（ ）文学部インド哲学科教授

１５０名（申込不要） 無 料・定　員： ・参加費：

総
合
文
化
学
科
・
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
共
催

第
五
回

「
魅
力
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
二
年
）

ビ
　
　

ソ
　

シ
　

エ

本
学
短
期
大
学
部
総
合
文
化
学
科
で
は
、
毎
年
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て

二
年
生
が
レ
ス
ト
ラ
ン
の
企
画
の
提
案
を
、
一
年
生
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
新
聞
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

■
学
食
を
テ
ー
マ
に
ア
イ
デ
ア

勝
負十

一
月
二
十
六
日（
土
）に
、

二
年
生
に
よ
る
第
５
回
「
魅
力

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
、
大
学
７
号
館
の

最
上
階
に
あ
る
食
堂
「
ア
コ
ー

ル
」
の
改
装
お
よ
び
新
た
な
営

業
形
態
を
企
画
・
提
案
し
ま
し

た
。審

査
の
結
果
、
Ｃ
ク
ラ
ス
の

グ
ル
ー
プ（
総
合
文
化
学
科
文

芸
・
編
集
、
図
書
館
司
書
ブ
ラ
ン

チ
）の
提
案
「
グ
リ
ー
ン
カ
フ
ェ

レ
ス
ト
ラ
ン
　
シ
ャ
ル
ル
」
が

八
グ
ル
ー
プ
中
、
最
も
優
れ
た

学
生
食
堂
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

シ
ン
プ
ル
な
白
を
基
調
と
し
た

イ
ン
テ
リ
ア
と
観
葉
植
物
で
室

内
を
飾
り
、
安
い
メ
ニ
ュ
ー
を

そ
ろ
え
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
を
可
能
に
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

損
益
計
算
も
初
年
度
が
赤
字
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、よ
り
現
実
に

近
い
設
定
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
は
「
メ
ニ
ュ
ー

が
同
じ
で
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の

獲
得
が
難
し
い
の
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
鋭
い
質
問
が
あ
り
、

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

■
学
食
を
テ
ー
マ
に

■
学
生
な
ら
で
は
の
紙
面
で
プ

レ
ゼ
ン
対
決

十
二
月
十
七
日（
土
）に
は
、

一
年
生
に
よ
る
第
６
回
「
Ｂ
Ｉ

Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
七
グ
ル
ー
プ
が
発
表

し
、
優
勝
は
、
新
聞
部
門
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
共
に
、

「
松
戸
市
の
安
全（
防
犯
・
防
災
）、

図
書
館
」（
総
合
文
化
学
科
文

芸
・
編
集
、
図
書
館
司
書
グ
ル
ー

プ
）で
し
た
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
松
戸
市
の

ひ
っ
た
く
り
が
大
幅
に
減
少
し

た
理
由
や
放
射
能
の
危
険
性
、

図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー

ビ
ス
の
実
際
を
詳
し
く
取
材
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
松
戸
市
の
防

犯
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
松
宮
ア
ヤ
」

に
扮
し
た
寸
劇
を
披
露
し
、
松

戸
市
が
防
犯
ポ
ス
タ
ー
に
「
萌

え
系
キ
ャ
ラ
」
を
起
用
し
た
こ

と
で
、
若
者
の
防
犯
意
識
を
高

め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
し
た
。

他
の
グ
ル
ー
プ
も
、
韓
国
ダ
イ

エ
ッ
ト
食
品
の
飲
み
方
の
実
演

や
取
材
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
実

物
展
示
が
あ
り
、
ど
れ
も
手
の
込

ん
だ
演
出
で
、
新
聞
の
内
容
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。 「松戸市の安全、図書館」の紙面

「グリーンカフェレストラン　シャルル」の資料

短
大
生
が
ア
イ
デ
ア
勝
負

第
六
回

「
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
新
聞
」

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン（
一
年
）

■
学
生
な
ら
で
は
の
紙
面
で
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昨
年
十
二
月
十
一
日（
日
）、

第
五
十
五
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発

表
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

研
究
は
、
聖
徳
大
学
短
期
大
学

部
の
二
部
生
と
合
同
で
行
う
、

専
門
学
校
の
三
大
研
究
発
表
会

の
一
つ
で
す
。

こ
の
通
称
「
グ
ル
研
」
は
、
卒

業
年
次
の
学
生
が
グ
ル
ー
プ
で

一
つ
の
テ
ー
マ
を
納
得
い
く
ま

で
探
求
す
る
取
り
組
み
で
す
。

さ
ら
に
、
研
究
を
通
し
て
仲
間

と
の
協
力
、「
和
の
心
」
を
学
ん

で
い
く
こ
と
も
聖
徳
な
ら
で
は

の
特
色
で
す
。

今
年
の
研
究
領
域
は
、
視
聴

覚
、音
楽
リ
ズ
ム
、健
康
、保
育
問

題
、人
間
関
係
、社
会
福
祉
で
し

た
。パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
定
着

し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
、
聞
き
応
え
、
見
応

え
の
あ
る
発
表
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
聞
い
て
い
た
一
年
生

か
ら
の
質
疑
応
答
も
多
く
、
意

義
の
あ
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
で
深
め

合
っ
た
こ
の
研
究
の
成
果
、
経

験
を
今
後
、
幼
児
教
育
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

第
五
十
五
回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

グ
ル
ー
プ
で
研
究
成
果
を
報
告

各グループがチームワークを発揮

テ
ィ
ー
」「
芋

虫
か
ら
の
助

言
」
の
場
面

の
挿
絵
を
立

体
的
に
再
現
し
た
セ
ッ
ト
。
ア

リ
ス
、
三
月
う
さ
ぎ
、
眠
り
ね

ず
み
、
帽
子
屋
、
芋
虫

の
実
物
大
の
人
形
が
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
に
迷
い

込
ん
だ
気
分
に
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。

■
初
版
本
を

展
示

今
回
一
番
の
お
宝
が
、
一
八

六
六
年
の
「
不
思
議
の
国
の
ア

リ
ス
」
初
版
本
。
作

者
が
生
き
た
時
代

の
イ
ギ
リ
ス
の
空

気
を
吸
い
込
ん
だ

書
物
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。
一
八
七
二

年
の
「
鏡
の
国
の

ア
リ
ス
」
初
版
本

■
物
語
の
名
シ
ー
ン
を
再
現

会
場
に
入
る
と
ま
ず
目
に

付
く
の
が
、「
不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
」
の
初
版
本
の
ジ
ョ

ン
・
テ
ニ
エ
ル（
一
八
二
〇
―

一
九
一
四
）が
描
い
た
「
お
か

し
な
テ
ィ
ー
パ
ー

杉
が

く
No.10
シリーズ

聖
徳
の

魅
力

発
見
！

大

が

行く

広
報
担
当

今年は、「不思議の国のアリス」「鏡の国のアリス」の作者ルイス・キャロル（1832 ― 1898）の生誕180年に
あたります。これを記念して、聖徳大学川並弘昭記念図書館所蔵のアリス・コレクションを公開しています。

聖徳博物館で「不思議の国のアリス展」を開催
ルイス・キャロル生誕１８０年記念■

物
語
の
名
シ
ー
ン
を
再
現

初版本挿絵

の
ほ
か
、
各
国
の
ア
リ
ス
本
、

キ
ャ
ロ
ル
の
著
作
な
ど
の
資

料
も
並
ん
で
い
ま
す
。

■
ア
リ
ス
の
原
型
を
発
見

ジ
ョ
ン
・
テ
ニ
エ
ル
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
風
刺
漫
画
雑
誌

『
パ
ン
チ
』
の
専
属
画
家
と
し

て
有
名
で
、
ア
リ
ス
の
挿
絵

を
書
く
前
、
一
八
六
四
年
の

『「
パ
ン
チ
」
合
本
四
十
六
巻
』

に
は
、
後
の
ア
リ
ス
を
連
想

さ
せ
る（
ラ
イ
オ
ン
に
花
輪
を

か
け
る
）少
女
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。

■
作
者
が
生
き
た

時
代
の
お
菓
子
の

缶
もテ

ィ
ー
カ
ッ
プ
セ

ッ
ト
、フ
ィ
ギ
ュ
ア
、

チ
ェ
ス
、
幻
灯
機
ス

ラ
イ
ド
な
ど
、

グ
ッ
ズ
も
盛
り

だ
く
さ
ん
。
そ

の
な
か
に
は
、

キ
ャ
ロ
ル
自

身
が
監
修
し

た
ビ
ス
ケ
ッ

ト
缶（
一
八
九

二
年
）も
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
あ
な
た
も
「
ア

リ
ス
博
士
」
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
な
お
、
会
場
で
は
ア
リ

ス
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
描
か
れ
た
し
お
り（
全
七

種
）も
配
布
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

第
二
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
発
表
会

開
催

昨
年
十
二
月
二
日（
金
）に
、

「
第
二
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

発
表
会
」
を
大
学
一
号
館
香
順

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

し
た
。

三
月
の
東
日
本
大
震
災
の
影

響
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
注

目
さ
れ
、
学
生
の
間
で
浸
透
し

て
き
ま
し
た
。
今
回
で
二
回
目

と
な
る
活
動
発
表
会
も
、
会
場

の
四
割
が
ま
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

経
験
の
な
い
学
生
で
し

た
。
身
近
な
先
輩
の
発
表

と
あ
っ
て
真
剣
に
聞
い
て

い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
。今

回
は
、
①
幼
稚
園
・

保
育
所
、
②
学
校（
小
学

校
等
）、
③
生
涯
学
習
、
④

障
が
い
者
福
祉
施
設
・
高

齢
者
施
設
、
⑤
児
童
館
・

学
童
保
育
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
分
野
に
、
特
別

に
⑥
震
災
支
援
分
野
を
加

え
た
六
分
野
九
名
の
学
生

が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を

使
用
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始

め
た
き
っ
か
け
や
活
動
内
容
な

ど
を
効
果
的
に
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
受
け
入
れ
先
の
方
も

招
請
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励

む
普
段
の
様
子
の
紹
介
や
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
未
経
験
の
学

生
に
と
っ
て
、
活
動
意
欲
向
上

に
つ
な
が
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

ホールがほぼ満員となる盛況振りでした

※右の手は筆者です

再現

芋虫からの助言 【会　期】開催中 ～ 5月12日（土）まで
午前9時～午後5時（休館：日曜・祝日と学事日程による休業日）

【会　場】聖徳大学1号館8階　聖徳博物館
【お問い合わせ】聖徳大学川並弘昭記念図書館 Tel：047-365-1111（大代）
聖徳博物館は、学園所蔵の児童教育・女性教育に関する学術資料を常設的に展示しています。

開学以来、世界中から収集してきた貴重な資料を今後も順次公開していきます。

初版本挿絵

再現 おかしなティーパーティー

「不思議の国のアリス」初版本

「パンチ」合本４６巻

■
初
版
本
を
展
示

ビスケット缶

■
ア
リ
ス
の
モ
デ
ル
を
発
見

■
作
者
が

生
き
た
時
代
の

お
菓
子
の
缶
も
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

昨
年
十
一
月
十
五
日（
火
）、

高
校
三
年
生
を
対
象
に
小
笠
原

流
礼
法
御
宗
家
の
小
笠
原
敬
承

斎
先
生
の
特
別
授
業
が
本
校
視

聴
覚
室
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
生
徒
は
、
入
学
後
す
ぐ

に
御
宗
家
に
よ
る
特
別
授
業
を

受
講
し
、
小
笠
原
流

礼
法
の
基
本
的
な
考

え
方
や
歴
史
な
ど
を

学
び
ま
す
。
そ
の
後
、

三
年
間
の
小
笠
原
流

礼
法
の
授
業
を
通
し

て
、
具
体
的
に
相
手

を
思
い
や
る
心
を
形

に
表
現
す
る
こ
と
を

学
ん
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら

の
国
際
化
社
会
に
向

け
て
、
各
テ
ー
マ
に

か
か
わ
る
日
本
の
文

化
に
つ
い
て
も
学
び

ま
し
た
。

当
日
は
、
数
ク
ラ

ス
合
同
で
御
宗
家
の

授
業
を
受
講
し
ま
し

た
。
最
初
に
御
宗
家

か
ら
何
人
か
の
生
徒
に
、「
三

年
間
の
授
業
の
中
で
何
の
授

業
が
印
象
的
で
し
た
か
。」
と

い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
、ゆ
か
た
の
着
付
け
、

和
食
の
作
法
、
煎
茶
の
作
法
な

ど
が
と
て
も
印
象
的
で
楽
し

か
っ
た
と
の
回
答
が
多
く
出

て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
に

出
て
行
く
高
校
三
年
生
の
生
徒

の
こ
と
を
考
え
て
、
敬
語
の
使

い
方
、
手
紙
の
宛
名
で
気
を
つ

け
る
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
相
手
の
こ
と
を
大

切
に
考
え
る
心
遣
い
を
、
お
菓

子
と
煎
茶
を
お
客
様
に
お
出
し

す
る
こ
と
を
例
に
と
り
な
が
ら

説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

時
々
、
指
名
し
た
生
徒
を
自

分
の
横
に
連
れ
て
き
て
、
そ
の

場
で
お
辞
儀
や
も
の
の
渡
し

方
な
ど
を
実
技
指
導
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
一
時
間
の
授
業
の

中
で
、
生
徒
は
緊
張
し
な
が
ら

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

「
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。」「
と

て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。」、
生

徒
た
ち
の
感
想
に
寄
せ
ら
れ
た

言
葉
で
す
。
昨
年
十
二
月
十
七

日（
土
）、
後
援
会
の
育
成
・
研
修

委
員
会
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
、
タ
レ
ン
ト
の
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー

ズ
さ
ん
を
迎
え
、「
夢
へ
の
扉
を

開
い
て
」
と
い
う
演
題
で
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
れ
か
ら
多
く
の
扉

を
自
ら
の
力
で
開
い
て
い
こ
う

と
す
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

心
に
染
み
入
る
九
十
分
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
孤
児
院
で

の
生
活
、
母
親
と
の
出
会
い
、

つ
ら
い
中
学
校
生
活
、
そ
し
て
、

今
、
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る

の
か
。
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
の

言
葉
一
つ
一
つ
に
生
徒
た
ち
は

引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

愛
情
を
注
い
で
く
れ
る
親
が

い
る
こ
と
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
に

食
べ
ら
れ
る
こ
と
。
お
風
呂
に

入
れ
る
こ
と
。
友
達
と
の
楽
し

い
日
常
が
あ
る
こ
と
。
当
た
り

前
す
ぎ
て
気
が
つ
か
な
い
幸
せ

を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ど
ん
な
困
難
な
状

況
で
も
、
苦
し
い
境
遇
が
行
く

手
を
阻
ん
で
も
、
自
力
で
扉
を

開
く
勇
気
と
力
の
大
切
さ
を
痛

感
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
が

美
し
く
、
輝
い
て
見
え
た
の
は
、

決
し
て
気
の
せ
い
で
は
な
く
、

「
夢
へ
の
扉
を
開
く
」
力
を
生
徒

た
ち
が
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

た
か
ら
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

サ
ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん

『
夢
へ
の
扉
を
開
い
て
』

附
属
女
子
中
高

教
諭
　
櫻
井
隆
裕

平
成
二
十
三
年
度
牛
乳
・
乳

製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

（
主
催
・
茨
城
県
牛
乳
普
及
協

会
）が
、
昨
年
十
一
月
六
日（
日
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
牛
乳
・

乳
製
品
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
二

百
四
十
一
点
の
応
募
作
品
の

中
か
ら
、
書
類
審
査
を
通
過
し

た
十
点
が
実
技
審
査
へ
と
進

み
ま
し
た
。

実
技
審
査
と
試
食
の
結
果
、

高
校
三
年
の
瀬
尾
紺
乃
さ
ん
の

作
品「
炊
飯
器
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
」

が
、「
最
優
秀
賞
」
と
「
茨
城
県

知
事
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

材
料
を
混
ぜ
て
炊
飯
器
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
だ
け
の
手
軽
さ

が
普
及
に
つ
な
が
る
と
の
講
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、味

に
対
す
る
評
価
が
高
く
、「
何

種
類
も
の
チ
ー
ズ
を
食
べ
比

べ
て
レ
シ
ピ
を
完
成
さ
せ
た
」

と
い
う
瀬
尾
さ
ん
の
創
意
工
夫

が
結
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 受賞作「炊飯器チーズケーキ」と瀬尾紺乃さん

講演をするサヘル・ローズさん

小笠原敬承斎先生（左）に直接指導をうけました

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

「
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」

茨
城
県
大
会
で
最
優
秀
賞
と
県
知
事
賞
受
賞

［１］クリームチーズを滑らかにし、サワークリーム・
砂糖・卵・薄力粉・レモン汁の順に入れて混ぜる。

［２］［１］の生地の6分の1を別の器にとり、抹茶を混
ぜて抹茶生地を作る。

［３］［１］の生地を炊飯釜に流し入れて、その上に抹
茶生地をのせ、マーブル状になるように模様を
入れる。

［４］炊飯器で炊く。
［５］焼きあがったら粗熱をとり、皿に出す。

作ってみよう！ 炊飯器チーズケーキ

作
り
方

材
　
料

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

（4人分）
・クリームチーズ… 200g
・サワークリーム… 100g
・砂糖……………… 70g
・卵………………… 1個
・薄力粉…………… 25g
・レモン汁………… 大さじ1
・抹茶……………… 5g

昨
年
十
一
月
二
十
日（
日
）、

第
一
回
入
学
前
学
習
説
明
会
を

専
門
学
校
三
田
校
舎
で
実
施
し

ま
し
た
。
四
月
の
入
学
式
ま
で

の
間
を
有
意
義
に
過
ご
し
、
ス

ム
ー
ズ
に
学
生
生
活
、
授
業
に

入
れ
る
よ
う
に
と
計
画
し
た
こ

の
説
明
会
も
、
今
年
で
七
年
目

と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
入
試
・
前

期
Ｂ
日
程
ま
で
の
入
学
手
続
き

者
の
う
ち
二
十
八
名
を
対
象

に
、
あ
ら
か
じ
め
入
学
前
学
習

課
題
の
意
図
と
内
容
、
そ
れ
に

使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
郵

送
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
十
五
分
）、
ピ
ア
ノ
説
明
会（
九

十
分
）、
Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入

学
前
課
題
学
習
会（
六
十
分
）の

内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
は
と
て
も
表
情
の
硬
か
っ

た
皆
さ
ん
も
、
次
第
に
保
育
学

生
の
卵
ら
し
い
豊
か
な
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
入
学
前
の
ピ
ア

ノ
説
明
会
で
は
、
聖
徳
学
園
の
ピ

ア
ノ
学
習
に
つ
い
て
の
説
明
後
、

全
員
が
実
際
に
ピ
ア
ノ
に
触
れ

な
が
ら
の
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
し

た
。Ａ
Ｏ
入
試
合
格
者
の
入
学
前

課
題
学
習
会
で
は
、
十
二
名
の
参

加
者
が
保
育
関
連
の
新
聞
記
事

を
切
り
抜
き
、
選
択
し
た
記
事

の
ま
と
め
と
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

入
学
前
学
習
説
明
会
は
、
保

育
学
生
に
な
る
と
い
う
期
待
と

自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
く
絶
好

の
機
会
で
す
。
こ
の
後
、
第
三

回（
二
月
二
十
五
日
）、
第
四
回

（
四
月
一
日
）、さ
ら
に
新
入
生

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
を
二
回
（
二
月

五
日
、
三
月
二
十
日
）予
定
し
て

お
り
ま
す
。

ピアノレッスンを受ける参加者たち
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専
門
学
校

緊
張
の
小
笠
原
流
礼
法

御
宗
家
授
業



第58号 （6）平成24年2月1日（水）

●
●
●

●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
附
属
幼
稚
園
で
は
、
在
園
児

の
保
護
者
、
ま
た
未
就
園
児
の

保
護
者
を
対
象
と
し
て
「
幸
せ

な
家
庭
を
め
ざ
す
子
育
て
支
援

講
座
」（
親
学
）を
開
催
し
て
い

ま
す
。

昨
年
十
二
月
五
日（
月
）、「
知

っ
て
役
に
立
つ
マ
ナ
ー
講
座

『
は
じ
め
の
一
歩
』」
を
テ
ー
マ

に
小
笠
原
流
礼
法
宗
家
師
範
の

前
野
菱
洋
先
生
の
お
話
を
伺

い
、
そ
の
場
で
で
き
る
動
き
も

体
験
し
て
み
ま
し
た
。

「
小
笠
原
流
礼
法
は
室
町
時

代
、
武
士
の
作
法
と
し
て
一
子

相
伝
で
受
け
継
が
れ
、
相
手
を

大
切
に
思
う
こ
こ
ろ
を
、
目
立

た
な
い
自
然
な
か
た
ち
で
表
す

こ
と
が
本
質
で
あ
る
。」
と
い
う

成
り
立
ち
の
話
を
伺
っ
た
後
、

基
本
動
作
と
し
て
姿
勢
や
お
辞

儀
の
仕
方
、
椅
子
の
座
り
方
、

オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
の
着
脱
な
ど
、

作
法
一
つ
一
つ
に
理
由
が
あ

り
、
そ
の
理
由
を
分
か
っ
た
上

で
実
際
に
動
い
て
み
る
こ
と

で
、
か
た
ち
に
と
ら
わ
れ
ず
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
る
こ
と
を
理
解

し
ま
し
た
。

礼
法
は
決
ま
り
ご
と
一
辺
倒

で
は
な
く
、
時
・
場
所
・
状
況
に

応
じ
た
的
確
な
判
断
を
も
と
に

し
た
自
然
な
振
る
舞
い
で
あ
る

こ
と
が
参
加
者
の
方
々
に
も
伝

わ
り
ま
し
た
。「
お
土
産
は
い
つ

渡
す
か
」「
携
帯
用
の
ス
リ
ッ
パ

の
美
し
い
履
き
方
」
な
ど
、
日

常
生
活
な
ら
で
は
の
質
問
に
も

答
え
て
い
た
だ
き
、
礼
法
に
触

れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

前野先生（左）の話に耳を傾ける保護者の方々

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

毎
年
全
校
で
取
り
組
ん
で
い

る
「
て
の
ひ
ら
文
庫
賞
読
書
感

想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、

嬉
し
い
こ
と
に
本
年
度
も
「
最

優
秀
校
」
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
十
年
連
続
と
な
る
快
挙

で
す
。
ま
た
、
個
人
賞
で
も
、
五

年
生
の
b
田
夢
乃
さ
ん
、
三
年

生
の
湯
浅
博
斗
く
ん
が
「
優
秀

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
二
十
六
日（
土
）

に
、
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
学
校

を
代
表
し
て
松
山
武
士
校
長
、

優
秀
賞
の
b
田
さ
ん
、
湯
浅
く

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

朝
の
十
分
間
の
「
読
書
タ
イ

ム
」、
毎
週
一
時
間
の
「
図
書
の

時
間
」
な
ど
で
培

っ
て
き
た
児
童

の
読
書
力
が
発

揮
さ
れ
、
今
回
の

素
晴
ら
し
い
結

果
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
読
書
指
導
と

あ
わ
せ
て
、
低
学

年
で
は
読
書
感

想
文
も
毎
週
書

い
て
い
ま
す
。

「
短
く
て
も
い
い

か
ら
、
本
を
読
ん

で
思
っ
た
こ
と

を
書
こ
う
」
と
指

導
し
て
お
り
、
中

に
は
自
分
の
体

験
を
書
い
た
り
、
家
族
と
話
し

た
こ
と
を
書
い
た
り
す
る
児
童

も
い
ま
す
。

十
一
年
連
続
の
「
最
優
秀
校
」

賞
を
目
指
し
て
、
来
年
度
も
読

書
指
導
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

て
の
ひ
ら
文
庫
賞
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

十
年
連
続
！

「

最
優
秀
校
」
賞

受
賞

「
は
じ
め
の
一
歩
」

小
笠
原
流
礼
法
に

触
れ
る（
親
学
講
座
）

附
属
幼
稚
園

毎
年
三
学
期
に
新
し
く
幼

稚
園
に
入
園
さ
れ
る
親
子
を

対
象
と
し
た
「
一
日
入
園
」
が

行
わ
れ
ま
す（
今
年
は
二
月
十

四
日（
火
）に
実
施
し
ま
す
）。

当
日
は
、
年
長
児
が
玄
関
で

お
迎
え
を
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

渡
し
、
靴
を
は
き
か
え
た
新
入

園
児
を
「
会
場
ま
で

ご
案
内
し
ま
す
。」

と
恥
ず
か
し
そ
う

に
手
を
引
い
て
会

場
ま
で
案
内
を
し

ま
す
。
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
喜
ん

で
手
を
つ
な
ぐ
子

ど
も
も
い
れ
ば
、
緊

張
か
ら
か
お
母
様

と
し
か
手
を
つ
な

が
な
い
子
ど
も
も

い
て
困
っ
て
い
る

年
長
児
の
姿
も
見

ら
れ
ま
す
。

年
中
児
に
よ
る

歓
迎
の
言
葉
か
ら

会
が
始
ま
り
、
年
少

児
の
発
表
会
で
行

っ
た
遊
戯
、
年
中
児
の
楽
器
あ

そ
び
を
見
た
り
し
ま
す
。
年
長

児
の
合
奏
で
は
、
大
太
鼓
や
シ

ン
バ
ル
な
ど
の
大
き
な
音
に
驚

き
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
器

の
迫
力
に
目
を
丸
く
し
て
見
て

い
ま
す
。

ま
た
、
年
長
児
と
一
緒
に
手

あ
そ
び
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

し
た
り
も
し
ま
す
。
最
後
に
は
、

教
員
に
よ
る
劇（
昨
年
は
「
て

ぶ
く
ろ
」
の
お
話
で
し
た
）を

真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
す
。

新
入
園
児
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
一
年
間
の
子
ど
も

の
成
長
だ
け
で
な
く
、
学
年
に

よ
る
成
長
を
見
て
い
た
だ
く

よ
い
機
会
と
な
り
、
在
園
児
た

ち
に
と
っ
て
も
小
さ
な
お
友

達
と
接
す
る
こ
と
で
思
い
や

り
の
気
持
ち
を
育
む
こ
と
の

で
き
る
よ
い
き
っ
か
け
と
な

っ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
へ
よ
う
こ
そ

「
一
日
入
園
」

三
田
幼
稚
園

在園児から新入園児へおみやげを渡しました

一
月
十
日（
火
）、

聖
徳
大
学
附
属
小

学
校
の
三
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
。
始

業
式
当
日
の
朝
、
校

舎
内
か
ら
は
児
童

た
ち
の
「
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」
の
元
気

な
声
が
響
き
渡
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
教
室
で
は

担
任
と
児
童
が
顔

を
合
わ
せ
、
冬
休
み

の
出
来
事
な
ど
を

話
し
て
い
て
、
笑
顔

と
活
気
で
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
新
年
の
目
標
を

学
級
で
話
し
合
い
、

児
童
一
人
ひ
と
り

の
表
情
か
ら
は
三

学
期
頑
張
っ
て
い
く
と
い
う
意

気
込
み
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
電
子
黒
板
を
利
用

し
た
授
業
で
も
学
習
意
欲
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

附
属
小
学
校
で
も

三
学
期
が
ス
タ
ー
ト

表彰式で記念撮影（左から吉次教諭、q田さん、湯浅くん、松山校長）

本
年
も
附
属
小
学
校
は
、
建

学
の
精
神
に
則
り
、
教
育
活
動

に
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

体育館での始業式

タッチ操作が可能な電子黒板で
意欲的に授業に参加する児童
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毎
年
二
月
に
一
年
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
園
児
た
ち
の
成

長
を
見
て
い
た
だ
く
発
表
会

「
表
現
あ
そ
び
」
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
日
に
向
け
て
十
二
月

頃
よ
り
練
習
を
ス
タ
ー
ト
し
、

大
勢
の
お
客
様
に
見
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
し
な
が
ら
、
学

年
ご
と
楽
し
く
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す（
今
年
は
二
月
四
日（
土
）

に
実
施
し
ま
す
）。

年
少
組
は
、
歌
と
踊
り
を
友

達
と
一
緒
に
楽
し
く
行
う
姿
が

見
ら
れ
、
一
年
前
の
入
園
当
初

は
泣
い
て
ば
か
り
い
た
の
が
う

そ
の
よ
う
で
す
。
年
中
組
は
、

歌
と
楽
器
あ
そ
び
、
踊
り
を
発

表
し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
役

に
な
り
き
っ
て
、
最
後
ま
で
元

気
に
取
り
組
む
姿
に
は
、
も
う

す
ぐ
年
長
組
と
い

う
期
待
と
頼
も
し

さ
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
年
長
組
は
、

幼
稚
園
生
活
最
後

の
発
表
会
で
、
歌
、

サ
カ
ホ
ー
ン
と
合

奏
、
そ
し
て
歌
い

な
が
ら
踊
る
オ
ペ

レ
ッ
タ
に
挑
戦
し

ま
す
。

友
達
と
協
力
し

合
い
、
助
け
合
い

な
が
ら
練
習
を
重

ね
、
日
々
成
長
し

て
い
く
姿
に
は
驚

か
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
自
信
に
満
ち
た
表
情
で

取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
て
い

る
と
、
教
員
自
身
が
感
動
し
て

し
ま
い
、
園
児
た
ち
に
は
分
か

ら
な
い
よ
う
涙
を
こ
ら
え
る
の

に
必
死
と
な
り
ま
す
。

ど
の
学
年
の
園
児
た
ち
も
一

所
懸
命
に
取
り
組
み
、
保
護
者

の
方
々
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
頂
き
、
み
ん
な
で
成
し
遂
げ

た
満
足
感
や
達
成
感
を
味
わ

い
、
自
信
へ
と
つ
な
げ
、
さ
ら

に
大
き
く
成
長
し
て
い
く
行
事

の
一
つ
で
す
。

表
現
あ
そ
び

八
王
子
中
央
幼
稚
園

年
長
組
で
は
、
友
達
と
の
関

わ
り
を
よ
り
深
め
、
節
約
す
る

気
持
ち
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
、

整
理
整
頓
の
意
識
を
持
つ
た

め
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
活

動
と
し
て
は
、

ご
み
の
分
別
が

行
わ
れ
て
い
る

か
そ
れ
ぞ
れ
の

保
育
室
な
ど
を

見
て
回
る
「
見

回
り
隊
」、
給
食

の
手
伝
い
や
挨

拶
を
行
う
給
食

当
番
、
園
庭
の

遊
具
の
片
づ
け

の
見
回
り
、
ト

イ
レ
の
ス
リ
ッ

パ
や
帽
子
の
整

理
整
頓
の
見
回

り
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

始
め
は
グ
ル
ー
プ
当
番
を
忘

れ
て
し
ま
い
、
声
を
か
け
ら
れ

て
気
づ
く
園
児
た
ち
で
し
た

が
、
次
第
に
「
今
日
は
給
食
当

番
だ
。
や
っ
た
あ
。」「
今
日
は

見
回
り
隊
だ
。」
と
当
番
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

見
回
り
隊
を
経
験
し
た
こ
と

に
よ
り
、
ご
み
の
分
別
を
意
識

し
、
ご
み
を
捨
て
た
り
、
箸
や

お
皿
の
向
き
な
ど
配
膳
の
仕

方
、
片
づ
け
方
を
一
人
ひ
と
り

が
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

年
中
組
も
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
ク
ラ
ス
内
で
出
席
確
認
を

し
た
り
、
先
生
の
お
手
伝
い
係

を
し
た
り
し
て
、
友
達
と
一
緒

に
行
う
楽
し
さ
や
友
達
を
意
識

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
、

行
動
す
る
こ
と
で
責
任
感
が
芽

生
え
て
き
ま
し
た
。

大
学
の「
聖
徳
祭
」に

参
加
し
て

附
属
第
二
幼
稚
園

昨
年
十
一
月
二
十
三
日（
水
）

の
勤
労
感
謝
の
日
を
前
に
、
園

児
た
ち
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
お

仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

方
た
ち
に
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
こ
め
て
、
手
作
り
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

し
た
。

年
中
・
年
長
組
は
ク
ラ
ス
ご

と
に
社
会
科
見
学
を
兼
ね
て
、

交
番
・
郵
便
局
・
Ｊ

Ｒ
成
田
駅
・
千
葉

交
通
に
行
き
ま
し

た
。
千
葉
交
通
で

は
バ
ス
を
点
検
し

て
い
る
と
こ
ろ
を

見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
こ
こ

は
車
の
病
院
で

す
。
壊
れ
て
い
る

所
が
な
い
か
調
べ

た
り
、
修
理
を
し

て
バ
ス
が
安
全
に

走
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。」
と

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

交
番
で
は
、
交
通
整
理
や
道

案
内
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
る

こ
と
や
、
い
つ
で
も
無
線
で
警

察
の
本
部
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
入
り
、
事
件
や
事
故
に
す

ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
伺
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
も
話
を
聞
き
、
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
る
こ
と

で
安
心
で
安
全
な
生
活
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
今
回
は
た
く
さ
ん
あ
る
職

種
の
一
部
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
に

よ
っ
て
自
分
た
ち
の
生
活
が
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
働

く
人
に
感
謝
す
る
気
持
ち
が
持

て
る
よ
う
保
育
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
お
仕
事
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

附
属
第
三
幼
稚
園

千葉交通でバスの点検を見学

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
が
街
に
流
れ

る
時
期
、
昨
年
十
二
月
十
五
日

（
木
）に
、
園
児
た
ち
が
待
ち
に

待
っ
た
年
の
最
後
の
イ
ベ
ン
ト

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
の
ホ
ー
ル
は
、
ツ

リ
ー
や
天
井
、
壁
に
装
飾
が
飾

ら
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

園
児
た
ち
は
、
廃
材
を
利
用

し
た
手
作
り
の
色
と
り
ど
り
の

帽
子
を
か
ぶ
り
、
ホ
ー
ル
に
入

場
す
る
と
期
待
を
一
層
高
め
て

い
ま
し
た
。
暗
く
し
た
ホ
ー
ル

で
、
年
長
組
の
代
表
三
人
の

堂
々
と
し
た
始
め
の
言
葉
を
合

図
に
ツ
リ
ー
や
ホ
ー
ル
の
壁
の

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
す

る
と
、
全
園
児
と
保
護
者
の

方
々
の
感
嘆
の
声
が
ホ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
に
反
響
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
元
気
に
ク
リ
ス
マ
ス
の

歌
を
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
来
る
ま
で
、
リ
ズ
ム
あ
そ
び

や
合
奏
を
し
、
先
生
に
よ
る
劇

を
見
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
会
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た

こ
ろ
、
鈴
の
音
が
鳴
り
響
く
と

ト
ナ
カ
イ
の
引
く
そ
り
に
乗
っ

た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
現
れ
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
身
を
乗
り

出
し
、
握
手
を
し
て
も
ら
い
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
別
れ
の
時
は
、「
来
年
も

来
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
見
送

り
、「
本
当
に
サ
ン
タ
さ
ん
来
て

く
れ
た
ん
だ
！
」
と
感
激
し
て

い
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
い
つ
ま
で
も
心

に
残
り
、
心
豊
か
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
感
動
で
き
る
園
児
た

ち
に
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

「わぁ、サンタだ！」と歓声をあげ、サンタクロースに釘付けになる園児たち

昨
年
十
一
月
五
日（
土
）、
六

日（
日
）に
聖
徳
大
学
の
学
園
祭

「
聖
徳
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
附
属
幼
稚
園
・
第
二
幼
稚

園
・
第
三
幼
稚
園
・
浦
安
幼
稚
園

の
附
属
四
園
の
園
児
が
集
ま
り
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
学
内
見
学
な

ど
楽
し
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

一
日
目
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で

は
、
約
千
名
の
園
児
が
一
堂
に

会
し
、
川
並
香
順
記
念
講
堂
の

広
い
ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
合
奏
、

リ
ズ
ム
あ
そ
び
な
ど
を
発
表
し

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
並
ぶ
園

児
た
ち
の
顔
は
目
が
キ
ラ
キ
ラ

と
輝
き
、
少
し
緊
張
し
、
照
れ

く
さ
そ
う
に
し
な
が
ら
も
笑
顔

で
堂
々
と
発
表
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
拍
手
を
い
た
だ
き
、

と
て
も
う
れ
し
そ
う
な
表
情
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

二
日
目
は

担
任
や
友
達

と
一
緒
に
学

内
見
学
を
し

ま
し
た
。
大

学
生
に
よ
る

人
形
劇
や
ハ

ン
ド
ベ
ル
演

奏
を
見
た

り
、
一
緒
に

折
り
紙
や
ス

ラ
イ
ム
作
り

な
ど
を
体
験

し
ま
し
た
。

将
来
、
保
育

者
や
幼
児
を

相
手
と
す
る

仕
事
を
目
指
す
学
生
と
の
交
流

は
、
大
学
附
属
園
な
ら
で
は
の

経
験
で
あ
り
、
学
生
に
と
っ
て

も
園
児
に
と
っ
て
も
、
貴
重
で

楽
し
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
川
並
弘
昭
記
念
図
書

館
に
あ
る
こ
ど
も
図
書
館
で
は

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、

世
界
各
国
の
絵
本
に
触
れ
た

り
、
実
際
に
物
を
動
か
し
て
遊

べ
る
体
験
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

降
園
の
際
、「
今
日
ね
、
す
ご

く
楽
し
か
っ
た
よ
！
」
と
保
護

者
に
笑
顔
で
話
す
園
児
の
姿
も

多
く
見
ら
れ
、
思
い
出
に
残
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
一
緒
に
行
う

「
グ
ル
ー
プ
活
動
」

多
摩
中
央
幼
稚
園

人形劇で使った人形に触れる園児たち

年長組によるオペレッタ

給食当番として大活躍

附
属
浦
安
幼
稚
園

ク
リ
ス
マ
ス
会



第58号 （8）平成24年2月1日（水）

学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen / toiawase /frmpub

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

12.2.1 re（19,6）

〒108-0073 東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ 第58号
発行人／川並弘純　　編集／総務課

（日） ２月５日 

入試日 願書受付期間 入試区分 対象 

～ （金） 入試日当日 １月６日 第3回入試 中学 

（水） ２月２２日 ～ （火） １月２４日 （火） ２月２１日 2期入試 高校 

平成24年度 入試日程 入試日 願書受付期間 入試区分 日程 

後期 

ＡＯ入試 
公募推薦入試 
保育科･保育コース推薦入試 
幼稚園・保育所園長推薦入試 
同窓会推薦入試 
特別入試 
一般入試 

（日） ２月５日 B ～ （金） （月） ２月３日 １月２３日 

（土） ２月２５日 C ～ （木） （月） ２月２３日 ２月６日 

（火・祝） ３月２０日 D ～ （土） （月） ３月１７日 ２月２７日 

■聖徳大学幼児教育専門学校（女子）〈前期・後期入試〉

実技特別選抜入試 （水） ３月２１日 ～ （月） （月） ３月１９日 ３月１２日 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

■聖徳大学
音楽学部演奏学科（女子）対象

一般入試 
社会人入試 
研究生入試 

C
（土・祝） ２月１１日 

（土・祝） ２月１１日 （日） ・１２日 
～ （木） （月） ２月２日 １月１６日 ※ただし音楽文化研究科 

（研究生入試除く）は 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

■聖徳大学 大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
〈博士後期課程〉

読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声読者の声

■聖徳大学 児童学部（女子）・人文学部（女子）・
音楽学部（女子）編入学、聖徳大学短期大学部 専攻科（女子）

内部推薦入試 
一般入試 
学士入試※ 
社会人特別入試※ 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　特別奨学推薦入試※ 

一般入試 
学士入試※ 
社会人特別入試※ 
〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　特別奨学推薦入試※ 

（日） ２月１９日 

（火） ３月６日 D

C

入試日 

～ （水） （水） ２月１日 ２月１５日 

～ （金） （月） ２月２０日 ３月２日 

願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

※は編入学試験のみ実施

ご予約・お問い合わせは
現地フロント係が承ります。
お気軽にお電話ください！

TEL.0267-52-2111

一般９,４００円～のところ

学生・教職員５,４００円～
卒業生・家族・同伴者８,３００円～

〈
ご
利
用
料
金
〉

〈
ご
予
約
〉

（1泊2食付）

長野県佐久市に学園のセミナーハウス・かすが荘があります。そこから車で10分のと
ころに五郎兵衛用水とよばれる用水があります。
今から380年ほど前、市川五郎兵衛真親

いちか わ ご ろ べ え さ ね ち か

が私財を投じて築いた用水で、蓼科山を水源
として、鹿曲

かくま

川をせき止め、山を削り、片倉山にトンネルを掘り抜いて水を引いています。
写真の「つきせぎ」は、中だるみの地形に土を盛って水路を造ったもので、盛り土に

は粘土に真綿を混ぜた工夫がされ、漏水防止対策が施されています。
この水田地帯で収穫される米は「五郎兵衛米」とよばれ、粘りと甘味が強く大変にお
いしいもので、かすが荘でも使用されています。

五郎兵衛用水

■聖徳大学附属女子中学校・高等学校

一般入試 
社会人特別入試 
研究生（留学生除く）入試 

C
（土・祝） ２月１１日 

（土・祝） ２月１１日 （日） ・１２日 
～ （火） （月） ２月７日 １月１６日 ※ただし音楽文化研究科 

（研究生入試除く）は 

私費留学生特別入試 
研究生（留学生）入試 

C
（土・祝） ２月１１日 

（土・祝） ２月１１日 （日） ・１２日 
～ （木） （月） ２月２日 １月１６日 ※ただし音楽文化研究科 

（研究生入試除く）は 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 
〈博士前期課程〉

〈専門職学位課程〉（教職研究科）

C （土・祝） ２月１１日 ～ （火） （月） ２月７日 １月１６日 

D （日） ３月４日 ～ （火） （月） ２月２８日 ２月１３日 

現職特別 （日） ３月２５日 ～ （水） （月） ３月２１日 ３月５日 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 
内部推薦入試 
一般入試 
社会人特別入試 
現職教員特別入試 

現職教員特別入試 

入試日 願書受付期間（必着） 入試区分 日程 

～ （日） （土） １９日 ２月１８日 のうちの希望日 

～ （水） （火） ７日 ３月６日 のうちの希望日 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし 

B

B

※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （水） （火） ７日 ３月６日 一般入試 

センタ－試験入試 
本学個別学力試験なし C
※ただし音楽学部の実技等のみ 

～ （水） （水） ２月１日 ２月１５日 

～ （金） （月） ２月２０日 ３月２日 

～ （金） （月） ２月２０日 ３月２日 

～ （水） （月） ２月２０日 ３月７日 

～ （金） （月） ２月２０日 ３月２日 

帰国子女特別入試 
社会人特別入試 （火） ３月６日 C

～ （火） （月） ２月２０日 ２月２８日 私費留学生特別入試 
私費留学生特別奨学生入試 
 

（火） ３月６日 C

～ （火） （月） ２月２０日 ２月２８日 〈アスリート・セカンドキャリア支援〉 
　   　特別奨学推薦入試 （火） ３月６日 C

※ただし音楽学部のみ 

のうちの希望日 

～ （日） （土） １９日 ２月１８日 一般入試 ～ （水） （水） ２月１日 ２月１５日 
のうちの希望日 

■聖徳大学 児童学部（女子）／
心理・福祉学部（２０１２年４月開設／女子）／
人文学部（女子）／人間栄養学部（女子）／音楽学部（女子）
聖徳大学短期大学部（女子）

通信教育部 平成24年度4月生募集
通信教育部では、２０１２年度４月生の募集を開始しています。学部、短大は４月２８日（土）まで、大学院

（博士前期課程）は２月２７日（月）までの出願期間となっています。通信教育をお考えの方がいらっしゃ
いましたら、ぜひお問い合わせください。無料でパンフレット・募集要項をお送りいたします。
また２月は、北海道から九州まで全国１１会場で説明会を実施しております。
ぜひこの機会に、働きながら免許や資格が取得できる通信教育にチャレンジしてみませんか。

■聖徳大学大学院 通信教育課程
●児童学研究科児童学専攻
〔博士前期課程／博士後期課程〕

■聖徳大学短期大学部 通信教育部
●保育科

■聖徳大学 通信教育部
□児童学部
●児童学科 幼稚園教育コース／児童保育コース／児童教育コース

□心理・福祉学部（4月開設）
●心理学科 臨床心理コース／家族心理コース／社会心理コース

●社会福祉学科 社会福祉コース／精神保健福祉コース／
養護教諭コース

□人文学部
●英米文化学科　●日本文化学科

4月生
願書受付
期間

s大学・短大
～4月28日【必着】

※書類選考のみ

s大学院（博士前期課程）
～2月27日【必着】
※3月3日（土）試験 札　幌

春期合同入学説明会
開催地　開催日　　 開催時間　 開催場所

2／25（土）
2／26（日）

12：00～17：00
11：00～16：00

アスティ45ビル16階
会議・研修施設ACU

仙　台 2／ 4（土）12：00～17：00 仙台市情報・産業プラザ アエル5階

大　阪 2／12（日）2／25（土）
11：00～16：00
12：00～17：00

梅田スカイビルタワーウエスト10階

東　京
2／ 5（日）
2／18（土）

11：00～16：00

12：00～17：00

有楽町東京国際フォーラム
Bブロック7階
新宿エルタワー30階

名古屋 2／11（土・祝）
2／26（日）

12：00～17：00
11：00～16：00

ウインクあいち
愛知県産業労働センター8階

横　浜 2／ 4（土）12：00～17：00 新都市ホール横浜新都市ビル（そごう）9階

新　潟 2／19（日）11：00～16：00 朱鷺メッセ

岡　山 2／19（日）11：00～16：00 岡山コンベンションセンター1階
広　島 2／18（土）12：00～17：00 広島国際会議場B1階

福　岡 2／11（土・祝）
2／12（日）

12：00～17：00
11：00～16：00

エルガーラホール8階

※参加申込不要　※入場無料

こども図書館内の「表現の舞台」で、"雛飾り"を
2月6日（月）から旧暦3月3日
である3月24日（土）まで展示
します。今回は、聖徳学園菊
水会の会員の皆さまから寄贈
していただいた雛人形や、本学
児童学部・神谷明宏准教授
による寄贈資料などを展示し
ています。ぜひご覧ください。

会 期

会 場

2月6日（月）～3月24日（土）
午前9時～午後5時（休館：日曜・祝日と学事日程による休業日）

聖徳大学1号館　
川並弘昭記念図書館「こども図書館」

■お問い合わせ先／聖徳大学川並弘昭記念図書館　
Tel：047-365-1111（大代）

主催：聖徳大学　後援：松戸市教育委員会 ソ　　ア

入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座入会金不要の1DAY講座冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中冬期公開講座申込み受付中

家庭で楽しめる中国料理 鈴木広明 3／24（土） 9：45～12：00 ¥4,200

さつま揚げづくり 永田忠博 2／10（金）13：00～15：00 ¥4,700

うどん打ち教室 河内哲郎 2／17（金）13：00～15：00 ¥4,000

和菓子講座Ｂ 中田春美 2／21（火）13：00～15：00 ¥3,500

卵・乳製品を使わないお菓子づくりＢ 古和谷直美 2／23（木）10：30～12：00 ¥3,000

親子お菓子講座※ 佐藤利枝子 2／25（土）13：00～15：30 ¥4,000

イタリアの郷土料理＆イタリアワイン 藤崎久美子 3／24（土）10：00～12：30 ¥4,600

※親子１組（2人分）の料金、子ども追加は￥500／人、幼稚園年長以上が対象

SOA（ソア）とは、地域社会への貢献と
社会人の生涯学習支援のために、平成
4年にスタートした聖徳大学オープン・
アカデミーの略称です。

！新 見発

「和菓子講座B」昨年の様子
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●他にも講座がございます。詳細はホームページでご確認ください。

http://www.seitoku.ac.jp/soa/
聖徳大学生涯学習課 検 索 ▲

■お申込み・お問い合わせ先

聖徳大学生涯学習課 Tel.047-365 -3601

講座名 講師名 日時 受講料

こども図書館で“雛飾り”を展示こども図書館で“雛飾り”を展示

信州春日温泉かすが荘
長野県佐久市春日2258-1

施設の詳細等は本学園HPでご覧いただけます。 http://www.seitoku.jp/gakuen/house/

山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン山中湖ガーデン森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート森と湖のヒーリングリゾート

710 1031～
期間限定

オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！
「山中湖ガーデン」は、山中湖畔に位置する学園
のセミナーハウスです。好評につき昨年に引き続き、
今年の夏もオープンします。一般の方もご利用でき
ますので夏のレジャーにぜひご利用ください。

お問い合わせ

山梨県南都留郡山中湖村平野５０６Tel.0555-62-3111
●詳細はホームページでご確認ください。

山中湖ガーデン 検 索 ▲
http://www.yamanakako-garden.com/

外観

○○○○○○○○○○○○○周辺の観光スポットのご案内


